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ウ
イ
グ
ル
族
は
中
華
人
民
共
和
国
（
以

下
中
国
）
で
認
定
さ
れ
て
い
る
五
五
あ
る

少
数
民
族
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
多
く

が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
居
住
し
て
い

る
。
二
〇
一
〇
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ

れ
ば
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
人
口
は
中
国
全
体

で
約
一
〇
〇
七
万
人
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
し
て
い
る
。
近

年
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
民
族
問
題

の
当
事
者
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
彼
ら
ウ
イ
グ
ル
族

を
知
る
た
め
の
図
書
を
紹
介
し
た
い
。

現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
あ
た

る
地
域
は
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
清
朝
に

よ
り
征
服
さ
れ
た
が
、
塚
田
誠
之
編
『
民

族
の
移
動
と
文
化
の
動
態
―
中
国
周
縁
地

域
の
歴
史
と
現
在
』（
風
響
者　

二
〇
〇

三
年
）
に
よ
れ
ば
、ウ
イ
グ
ル
人
の
社
会
・

文
化
に
大
き
な
変
動
が
現
れ
た
の
は
中
国

成
立
後
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
漢
族
の
移

住
に
よ
り
、
現
地
で
話
さ
れ
て
い
る
ウ
イ

グ
ル
語
や
ウ
イ
グ
ル
文
化
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
た
か
、
ま
た
中
国
建
国
後
か

ら
現
在
ま
で
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
政
府
の
政
策
に
よ
り

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
へ
の
漢
族
の
移
住

が
進
め
ら
れ
、
そ
の
人
口
は
一
九
五
〇
年

の
三
〇
万
五
八
〇
〇
人
か
ら
一
九
九
九
年

の
六
八
七
万
一
五
〇
〇
人
と
四
九
年
の
間

に
二
二
・
五
倍
に
も
膨
れ
あ
が
っ
た
と
の

こ
と
で
数
の
面
か
ら
だ
け
み
て
も
か
な
り

の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。ウ

イ
グ
ル
族
を
知
る
う
え
で
イ
ス
ラ
ー

ム
と
彼
ら
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
中
国

ム
ス
リ
ム
研
究
所
編
『
中
国
の
ム
ス
リ
ム

を
知
る
た
め
の
60
章
』（
明
石
書
店　

二

〇
一
二
年
）
が
参
考
に
な
る
。
中
国
に
は

イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
少
数
民
族
が
ウ

イ
グ
ル
族
の
ほ
か
、
回
族
、
カ
ザ
フ
族
、

ク
ル
グ
ス
族
等
九
つ
ほ
ど
あ
り
、
彼
ら
も

含
め
た
中
国
ム
ス
リ
ム
の
言
葉
、
文
化
、

生
活
、
歴
史
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
二
〇
一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
人
口
セ

ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
中
国
ム
ス
リ
ム
少
数
民

族
人
口
は
、
合
計
で
約
二
三
〇
〇
万
人
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
ウ
イ
グ
ル
族

は
約
一
〇
〇
七
万
人
と
、
回
族
の
約
一
〇

五
九
万
人
に
並
ぶ
一
大
勢
力
で
あ
る
。

ウ
イ
グ
ル
族
の
多
く
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
に
居
住
し
て
い
る
と
冒
頭
で
紹
介

し
た
が
、
中
国
国
内
の
漢
族
を
初
め
と
す

る
人
々
と
同
様
、
ウ
イ
グ
ル
族
も
経
済
的

理
由
等
で
中
国
国
内
の
都
市
部
へ
移
動
し

て
い
る
。
李
天
国
著
『
移
動
す
る
新
疆
ウ

イ
グ
ル
人
と
中
国
社
会
―
都
市
を
結
ぶ
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
』（
ハ
ー
ベ
ス
ト
社　

二
〇

〇
〇
年
）
で
は
、
ウ
ル
ム
チ
、
北
京
、
広

州
で
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
出
し
て
い
る

か
を
、
参
与
観
察
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
土
台
と
し
た
研
究
結
果
を
報
告
し
て
い

る
。作

家
の
王
力
雄
に
よ
る
『
私
の
西
域
、

君
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』（
中
国
書
店　

二
〇
一
一
年
）
は
、「
新
疆
問
題
」
を
考

え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
資
料
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
ひ
と
つ
は
漢
族
で
あ
る
著
者
が
新
疆

の
民
族
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
そ
こ
で
ウ
イ
グ

ル
族
で
あ
る
政
治
犯
ム
フ
タ
ル
と
知
り
合

う
ま
で
の
回
想
記
。
ふ
た
つ
目
は
、
四
回

に
渡
る
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
紀

行
。
訪
れ
る
街
や
村
の
様
子
や
、
現
地
で

の
観
察
や
現
地
の
人
と
の
会
話
に
よ
る
ウ

イ
グ
ル
族
の
置
か
れ
た
状
況
が
詳
細
に
書

か
れ
て
い
る
。
最
後
に
著
者
と
ム
フ
タ
ル

に
よ
る
中
国
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
族
の
民

族
問
題
に
関
す
る
対
話
の
記
録
で
あ
る
。

ム
フ
タ
ル
と
い
う
一
人
物
と
の
対
話
で
は

あ
る
が
、
彼
の
発
言
を
通
じ
て
ウ
イ
グ
ル

族
の
歴
史
観
や
価
値
観
等
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

中
華
民
国
期
の
一
九
三
三
年
と
一
九
四

四
年
の
二
度
、
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
西
南
部
と
北
部
で
ウ
イ
グ
ル
人
を

中
心
と
し
た
テ
ュ
ル
ク
系
イ
ス
ラ
ム
住
民

に
よ
る
独
立
国
家
の
建
設
が
行
わ
れ
た

が
、
国
際
情
勢
の
中
、
非
常
に
短
い
期
間

で
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
王
柯
著
『
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
研
究
―
中
国
の
イ

ス
ラ
ム
と
民
族
問
題
』（
東
京
大
学
出
版

会　

一
九
九
五
年
）
で
は
、
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
共
和
国
の
上
層
部
に
近
い
当
事
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、公
文
書
、手
紙
、文
章
、

外
交
資
料
等
の
一
次
資
料
に
よ
り
、
こ
れ

ら
独
立
運
動
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
、
終

わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
綴
っ
て
い
る
。

政
治
的
な
理
由
で
海
外
に
亡
命
し
て
い

る
ウ
イ
グ
ル
人
も
数
多
く
い
る
。
そ
の
う

ち
の
一
人
で
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
議
長

で
あ
る
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
著
『
ウ
イ

グ
ル
の
母
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
自
伝
―

中
国
に
一
番
憎
ま
れ
て
い
る
女
性
』（
ラ

ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社　

二
〇
〇
九
年
）

は
、
彼
女
の
幼
少
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の

亡
命
ま
で
を
綴
っ
た
伝
記
で
あ
る
。
彼
女

は
経
済
的
に
成
功
し
、
中
国
人
民
政
治
協

商
会
議
委
員
に
選
ば
れ
る
が
、
民
族
問
題

に
関
す
る
発
言
の
た
め
六
年
間
の
投
獄
生

活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
自
伝
で
は
あ
る

が
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
ウ

イ
グ
ル
族
の
置
か
れ
て
き
た
状
況
が
彼
女

の
目
を
通
じ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
彼
女
以
外
の
著
名
な
ウ
イ
グ
ル

人
亡
命
者
に
つ
い
て
は
、水
谷
尚
子
著『
中

国
を
追
わ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
―
亡
命
者
が

語
る
政
治
弾
圧
』（
文
藝
春
秋　

二
〇
〇

七
年
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。
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